
持続可能な
公共交通ネットワークの形成
（香芝市コミュニティバス）



香芝市の地域交通ネットワーク

お年寄りや交通弱者の日常のお出かけを支える

デマンド交通（乗合タクシー）

▼

香芝市は､充実した交通ネットワークが魅力の1つ

コミュニティバス

＼⺠間交通事業者が提供／

＼市が運営／

鉄道
3路線､8駅！

路線バス
2路線！

タクシー
16社！（⻄⼤和交通圏内)

役割
分担



地域に根付くコミュニティバス

市内４ルート
運賃100円
各ルート5〜6便/日

▼

「カッシー号」､「スミレ号」､
「ふたかみ号」､「ふれあい号」
として、約20年間運行

公共施設から市内各地を結び､鉄道駅､お買い物スポットにも
アクセス可能!

年間利用者数は6万人前後で推移

必要不可欠な交通手段
免許返納者には、

1年間の
無料乗車証を交付！



コミュニティバス最大の課題

購入から約14年〜18年経過
走行距離は50万㎞以上(一部､70万㎞を超える車両も…）

▼
安全な運行を続けるために、
車両の更新が急務

車両の老朽化



コミュニティバスのこれから

香芝市の地域公共交通が目指す姿

『誰もが快適にお出かけでき、
いつまでも健やかに安心して
暮らせるまち かしば』

ぜひ､香芝市コミュニティバスへの
応援をお願いします！

＼令和2年度に計画策定／


